
１１もりまち広
報

森アリーナ落成式
森町総合体育館(森アリーナ)の落成式が10月12日に行われ、
町内スポーツ関係者など140人が出席しました。式典には、館銘
碑の文字を揮毫した京都市在住の書道家・杭迫柏樹さんや、健
康ベンチなどを寄付した豊橋市在住の製箸業・藤本秀男さんな
どの森町出身者も招かれ、町のスポーツ拠点の誕生を盛大にお
祝いしました。

C o n t e n t s
〈特集〉森町合併６０周年記念式典…２
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〈注目記事〉厳島神社で天宮神社十二段舞楽を奉納…１０
 広報モニターのまちかどリポート…１１
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さ
ん
（
森
中
3
年
）
と
、
森
町
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
者
・
駒
井
瞭
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
映
像
と
語
り
を
交
え
な

が
ら
、
森
町
の
10
年
間
の
取
り
組

昭
和
30
年
4
月
1
日
に
天
方

村
・
森
町
・
一
宮
村
・
園
田
村
・
飯

田
村
の
5
か
町
村
が
合
併
し
、
翌

年
に
三
倉
村
と
嵯
塚
地
区
が
加
わ

り
、
現
在
の
森
町
が
誕
生
し
て
か

ら
、今
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
式
典
に
は
、
主
催
者
の
森

町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
長
や

被
表
彰
者
、
町
内
各
種
団
体
の
代

表
者
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
国
会

議
員
や
県
議
会
議
員
、
近
隣
の
首

長
・
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
友
好

町
で
あ
る
北
海
道
森
町
か
ら
、
梶

谷
惠
造
町
長
と
野
村
洋
町
議
会
議

長
も
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
遠
江
総
合
高
校
郷
土

芸
能
部
に
よ
る
「
遠
江
打
球
楽
」

の
披
露
で
華
や
か
に
幕
明
け
。
村

松
町
長
に
よ
る
式
辞
や
榊
原
町
議

会
議
長
に
よ
る
挨
拶
の
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
合

併
60
周
年
記
念
に「
こ
ん
な
森
町
っ

て
い
い
な
」
の
テ
ー
マ
で
公
募
し

た
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
鈴
木
那
奈

ぬ
努
力
と
強
い
郷
土
愛
の
賜
物

で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

森
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

人
口
減
少
や
大
規
模
地
震
の
備

え
な
ど
の
課
題
に
直
面
す
る
一

方
、
新
東
名
開
通
な
ど
基
盤
整

備
の
進
展
、
お
達
者
度
県
内
１

位
の
継
続
な
ど
、
力
強
く
発
展

す
る
森
町
を
感
じ
さ
せ
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
60
年
の
節

目
は
人
に
例
え
る
な
ら
還
暦
で

あ
り
、
初
心
に
還
り
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
時
で
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
昭
和
30
年
の
合
併
当

時
の
「
和
衷
協
同
・
一
致
団
結
」

の
精
神
の
も
と
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

及
び
60
周
年
記
念
歌
の
よ
う
に
、

森
町
が
力
強
く
飛
翔
発
展
す
る

た
め
に
、
町
民
の
皆
様
の
、
さ

ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
の
合
併
か
ら
60
年
、
森

町
は
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
の
大
合
併
に
揺

れ
る
中
、
住
民
投
票
の
結
果
を

尊
重
し
た
議
会
の
判
断
の
も
と
、

森
町
は
単
独
の
道
を
選
択
し
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
道
の
り
は
、
決
し
て
平

坦
で
は
な
く
、
数
多
く
の
試
練

を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

先
人
や
町
民
の
皆
様
の
た
ゆ
ま

み
を
紹
介
す
る
「
森
町
10
年
の
あ

ゆ
み
」
や
「
ご
当
地
体
操
」
と
し

て
愛
称
を
募
集
し
た
「
元
気
も
り

も
り
か
わ
せ
み
体
操
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

遠江総合高校郷土芸能部によるオープニングセレモニー「遠江打球楽」

森
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典

森
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典

森
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
が
10
月
31
日
、
森
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
町
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
労
者
な
ど
、

4
2
0
人
が
60
周
年
の
節
目
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

森町ロゴマーク
合併60周年記念制定

一致団結して、さらなる飛翔発展を目指す！一致団結して、さらなる飛翔発展を目指す！

式
　
辞
　

森
町
長
　
村
松 

藤
雄
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町
に
対
す
る
多
額
の
寄
付
お
よ

び
他
の
模
範
と
な
る
善
行
を
さ
れ

そ
の
他
の
入
賞
作
品
は
以
下
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）

◆
特
選
◆
【
川
柳
】
菅
沼
貞
子

（
草
ヶ
谷
）
鈴
木
捺
己（
旭
が
丘
中

3
年
）【
俳
句
】
横
田
さ
と
子（
川

原
町
）
池
田　

優（
飯
田
小
3
年
）

【
短
歌
】
根
本
臣
悟（
磐
田
市
）
内

藤
優
雅（
旭
が
丘
中
3
年
）

◆
銀
賞
◆
加
藤
久
江（
草
ヶ
谷
）

杉
山
雅
雄（
下
宿
）
土
戸
幸
男（
川

久
保
）
◆
銅
賞
◆
鈴
木　

正（
円

田
）
鈴
木
信
子（
円
田
）
田
島
政

夫
（
三
倉
）
武
蔵
島
尚（
円
田
）

本
田　

均（
梶
ヶ
谷
）

森
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

町
行
政
の
進
展
に
功
績
の
あ
っ

た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

山
本
充
喜（
中
川
下
）鈴
木　

晃

（
谷
中
）
大
塲
孝
侚（
宮
代
東
）
佐

藤
賢
一（
西
組
）
鈴
木
共
子（
中
川

上
）
村
松
金
吾（
本
町
）
三
郷
実

沙
希（
浜
松
市
）
松
井
冨
士
雄（
大

門
）
井
口　

務（
黒
石
）
鈴
木
郁

子（
円
田
）
松
浦
正
郎（
大
河
内
）

花
島
保
一（
三
倉
）
鈴
木　

尉
（
大

鳥
居
）
鈴
木
信
一（
南
町
）

森
町
教
育
委
員
会
は
10
月
24

日
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
合
併

60
周
年
記
念
と
し
て
公
募
し
た
川

柳
・
俳
句
・
短
歌
の
文
芸
作
品
と

写
真
作
品
の
入
賞
者
に
対
す
る
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
文
芸
作
品

展
で
は
、
合
計
8
7
1
点
の
中

か
ら
、
熊
沢
望
都
輝
さ
ん（
遠
江

総
合
高
校
2
年
）の
短
歌
『
部
活

後
に
「
一
緒
に
帰
る
」
と
君
を
待

つ
お
茶
の
葉
匂
う
森
の
夕
暮
れ
』

が
町
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
写

真
展
は
、
合
計
35
点
の
応
募
の
中

か
ら
、
岩
本
雅
志
さ
ん（
開
運
町
）

の
「
つ
く
る
―
森
山
焼
き
陶
匠
―
」

が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

藤
本
秀
男（
豊
橋
市
）
酒
井
心

一（
東
組
）
天
方
啓
二（
浜
松
市
）

江
間
和
子（
磐
田
市
） 

ス
ズ
キ
株

式
会
社（
浜
松
市
）
ヤ
マ
ハ
発
動

機
株
式
会
社（
磐
田
市
）
ヤ
マ
ハ

株
式
会
社（
浜
松
市
）
杭
迫
柏
樹

（
京
都
市
）

な
ず
な
の
会
・
森
町
健
康
づ
く

り
食
生
活
推
進
協
議
会
・
森
町
消

費
者
ク
ラ
ブ
・
森
地
区
更
生
保
護

女
性
会

表彰を受ける功労者たち

森町ロゴマーク制作者の駒井瞭さん（左）

「元気もりもりかわせみ体操」を初披露

受賞作「魅力あふれる森町」を朗読する鈴木さん　

北海道森町・梶谷惠造町長の祝辞

森町10年のあゆみを説明

森
町
合
併
60
周
年
記
念 

被
表
彰
者

森
町
合
併
60
周
年
記
念 

公
募
写
真
、川
柳
・
俳
句
・
短
歌
作
品
展
入
賞
者

功
労
表
彰
者

善
行
表
彰
者

公
募
写
真
展

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会

感
謝
状
贈
呈
者

表彰者を代表して謝辞を述べる大塲孝侚さん

「
森
町
10
年
の
あ
ゆ
み
」

　
　

を
全
戸
配
布
し
ま
す

「
森
町
10
年
の
あ
ゆ
み
」

　
　

を
全
戸
配
布
し
ま
す

町
で
は
、
森
町
合
併
60
周
年

記
念
誌
と
し
て
「
森
町
10
年
の

あ
ゆ
み
」
を
作
成
し
、
11
月
15

日
の
世
帯
回
覧
で
全
戸
配
布
し

ま
す
。

「
第
8
次
森
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
過
去
10
年
間
に
実
施

し
た
主
要
な
ハ
ー
ド
事
業
を
、

総
合
計
画
に
お
け
る
5
つ
の
柱

（
テ
ー
マ
）
ご
と
に
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
が
つ
ら
く
感
じ
た
り
、つ
い
イ
ラ

イ
ラ
し
て
怒
っ
た
り
す
る
自
分
を「
ど
う
し

て
？
」と
責
め
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
中
は
、普
段
以
上
に
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
り
や
す
い
も
の
で
す
。初
め
て
の

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
で
あ
れ
ば
、わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、悩
み
事
は
つ
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
悩
み
や
心

配
は
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。妊
娠
が
わ
か
っ
た
と
き
か

ら
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
で
は
、妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
全
般
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
聴
い
た

り
、相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
、自
分
の
気
持
ち
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

保
健
師
や
栄
養
士
が
電
話
や
面
接
で

対
応
す
る
ほ
か
、自
宅
に
訪
問
し
て
お
話

を
伺
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、内
容

に
よ
っ
て
は
適
切
な
相
談
機
関
へ
つ
な
ぐ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
子
ど
も
を
支
え
る
お
母
さ
ん
自
身
の
心

と
体
が
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。体
だ
け
で
な
く
心
も
い
た
わ
り
、休

養
を
で
き
る
だ
け
と
っ
て
、健
康
で
あ
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

周
り
か
ら
み
た
「
い
い
マ
マ
」
よ
り
も
あ

な
た
が
思
う
「
幸
せ
な
マ
マ
」
に
な
り
ま
し

ょ
う
。

1
8
4
｜
4
2
5
5

1
3
7
｜
2
8
1
0

1
3
3
｜
4
1
9
9

●
相
談
先

　

森
町
役
場
保
健
福
祉
課

（
森
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

　

こ
ち
ら
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

森
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
森
町
児
童
館
内
）

　

西
部
児
童
相
談
所

（
月
〜
金
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
日
・
祝
日
緊
急
連
絡
先
）

　

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

　　

※
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す

1
8
5
｜
6
3
3
0

1
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

出産ってどのくらい
お金がかかるの？

妊娠しちゃった！
どうしよう…

誰にも相談できない…

赤ちゃんが
泣き止まないと
イライラしてくる

こんなに頑張って
いるのに、どうして？

うちの子発育が
遅れているのかな？？

しつけがうまくいかない

もっと楽しいと
思ってた…
こんなはずじゃ
なかった

また、叱っちゃった

誰にも相談できなくて
ひとりぼっち

平
成
２７
年
度

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

子どもに手をあげちゃった…

赤
ち
ゃ
ん
を

　

  

激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い
で
！

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？｢

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら

れ
症
候
群｣

に
つ
い
て

　

赤
ち
ゃ
ん
が
何
を
や
っ
て
も
泣
き
や
ま
な

い
と
、イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
で
す
。し
か
し
、泣
き
や
ま

な
い
か
ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
て
し
ま

う
と
、赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も
は
、見

た
目
に
は
わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、頭（
脳
や

網
膜
）に
損
傷
を
受
け
、重
い
障
害
が
残
っ
た

り
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ど
う
し

て
も
泣
き
や
ま
な
い
と
き
は
、赤
ち
ゃ
ん
を

安
全
な
所
に
寝
か
せ
て
、そ
の
場
を
少
し
の

間
で
も
離
れ
、

ま
ず
自
分
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

ママ
必見！ 　
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町
と
県
で
は
、
12
月
６
日
の
地
域
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
携
帯
電
話
会
社
３
社
の
緊
急
地
震
速

報
な
ど
を
受
信
で
き
る
携
帯
電
話
へ
一
斉
に
試
験
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
配
信
日
時

　
12
月
6
日
（
日
）
午
前
８
時
15
分
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ・ａ
ｕ
・ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能
を
有

す
る
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に
町
内
に

滞
在
し
て
い
る
人
。

●
配
信
内
容

「
こ
の
メ
ー
ル
は
防
災
訓
練
で
す
。こ
ち

ら
は
、森
町
災
害
対
策
本
部
で
す
。（
訓
練
）

○
時
○
分
、△
△
地
区
に
対
し
、避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。
た
だ
今
、○
○
地
区

は
、土
砂
災
害
の
発
生
す
る
危
険
が
非
常
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。た
だ
ち
に
○
○
学

校
、○
○
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し
て
下
さ
い
」

●
配
信
日
時

　
12
月
6
日
（
日
）
午
前
9
時
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ・ａ
ｕ
・ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能
を
有

す
る
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に
県
内
に

滞
在
し
て
い
る
人
。

●
配
信
内
容

「
こ
の
メ
ー
ル
は
防
災
訓
練
で
す
。

以
下
の
通
知
は
実
際
の
災
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
（
訓
練
）
静
岡
県
で
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
（
訓
練
）
家
族
と
の

連
絡
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
等
の

避
難
準
備
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
今
日

は
「
地
域
防
災
の
日
」
で
す
。
地
域
で

行
う
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

●
注
意
事
項

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、

携
帯
電
話
な
ど
の
設
定
に
よ
っ
て

は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中
で
も
着
信
音

が
鳴
り
ま
す
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
以
外
で
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
で
も
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信

設
定
が
O
F
F
の
場
合
な
ど
、
受
信

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
緊
急
地
震
速
報
お
よ
び
津
波
警
報
の

み
受
信
可
能
で
、
県
・
市
町
か
ら
の

メ
ー
ル
は
受
信
で
き
な
い
機
種
が
あ

り
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

気
象
庁
の
発
表
す
る
緊
急
地
震
速

報
、
津
波
警
報
お
よ
び
国
・
地
方
公
共
団

体
の
発
表
す
る
災
害
・
避
難
情
報
を
特
定

エ
リ
ア
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す
る
携

帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
防
災
係 

1
8
5
ー
6
3
0
2

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

❶まず、わが身の安全を
❷すばやく火の始末、消火
❸危険な場所から離れる
❹正しい情報をつかむ
❺避難は徒歩で身軽に
❻地域の人たちと冷静に
　なって協力しあう

いざという時のために、災害に対す
る心構えや備えを十分しておくことが
大切です。もう一度、次の点について
家族で話し合いましょう。
❶家族一人ひとりの役割分担
❷避難場所・避難経路の確認
❸家族が離ればなれに
なった場合の連絡方法
❹危険箇所の確認
❺非常持ち出し品の確認
❻防災用具の確認

地震が起きたときは！ 地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

県
下
一
斉
に
「
地
域
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
『
自
助
』
と
、
地
域
を

守
る
『
共
助
』
の
取
り
組
み
を
点
検
す
る
た
め
に

も
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
訓
練
日
　
平
成
27
年
12
月
6
日
（
日
）

●
訓
練
想
定
　
12
月
６
日
８
時
に
東
海
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
県
内
各
地
で

震
度
６
以
上
の
揺
れ
と
な
っ
た
。
森
町
で
も

各
地
で
家
屋
の
倒
壊
、
崖
崩
れ
、
道
路
の
損

壊
、
橋
梁
の
落
下
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

○
地
震
発
生
　
午
前
８
時

（
同
報
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
）

○
訓
練
終
了
　
正
午

問
い
合
わ
せ
先

 
役
場
総
務
課
防
災
係

 

1
8
5
ー
6
3
0
2

町県

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

家族で話し合い！

12月6日（日）

は地域防災の日

です。地域で実施

される防災訓練に

参加しましょう。
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酒
井
心
一
さ
ん
（
東
組
）
が
10

月
13
日
、
森
町
役
場
を
訪
れ
「
町

民
の
森
」
整
備
の
た
め
に
と
50
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付

は
、
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
続
け

て
く
だ
さ
り
、
今
ま
で
に
ベ
ン
チ

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
数
多
く
の

施
設
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
酒
井
さ
ん
は
「
毎
年
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た

い
。
町
民
の
森
は
本
当
に
い
い
と

こ
ろ
。
森
町
に
ス
マ
ー
ト
I
C
が

開
通
し
て
、
町
民
の
森
に
訪
れ
や

す
く
な
っ
た
と
の
声
も
聞
い
て
お

り
大
変
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
町
で
は
、
今
回
の
ご
寄
付
を

元
に
南
ゲ
ー
ト
入
り
口
の
「
あ
ず

ま
や
」
付
近
に
防
護
柵
な
ど
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
鈴

木
康
之
会
長
と
小
澤
清
幹
事
は
10

月
14
日
、
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

町
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中

学
校
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

2
，
7
0
0
個
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
昭
和
52
年
か
ら
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
の
一
環
と
し
て
毎
年
続

け
て
い
る
活
動
で
す
。
鈴
木
会
長

が
「
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
目
録
を
手
渡
す
と
、

比
奈
地
教
育
長
は
「
花
の
あ
る
学

校
は
心
も
豊
か
に
な
る
。
毎
年
、

子
ど
も
た
ち
が
、
愛
情
を
込
め
て

大
切
に
育
て
て
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
来
年
4
月
に
は

き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
新
入
生
た

ち
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

森
町
と
磐
田
信
用
金
庫
（
高

柳
裕
久
理
事
長
）
は
10
月
21
日
、

「
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た

連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
村
松
町
長
と
高
柳
理
事
長
が

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
行
政

と
金
融
機
関
が
持
つ
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
可
能
な
範
囲
で
共
有

し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
な

ど
に
活
か
す
の
が
狙
い
で
す
。
協

定
に
は
、
産
業
振
興
や
創
業
、
中

小
企
業
支
援
、
雇
用
促
進
な
ど
を

盛
り
込
み
、
定
期
的
に
協
議
し
て

い
き
ま
す
。
高
柳
理
事
長
は
「
地

元
の
活
性
化
は
我
々
に
と
っ
て
も

重
要
な
仕
事
。
信
用
金
庫
と
し
て

中
小
企
業
、
創
業
支
援
な
ど
地
道

に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
方
創
生
で
日
本
全
体
が
活

力
あ
る
社
会
を
持
続
し
よ
う
と
す

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
（
平
成
26
年
11
月
成
立
）
」
を

受
け
て
、
町
で
は
「
森
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
国
や
静
岡
県
が
示
す
方
向

性
を
踏
ま
え
、
森
町
の
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
な
ど
今
後
5
年
間
の
基
本
方
向

を
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
7
月
か

ら
、
森
町
長
を
委
員
長
と
し
、
町

内
の
有
識
者
で
構
成
す
る
「
森
町

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
有
識
者
委

員
会
」
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
も
り
ま
ち
12
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

葛
布
町
内
会
は
、
社
会
貢
献
広

報
事
業
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金

を
利
用
し
、
屋
台
彫
刻
と
大
太
鼓
、

大
太
鼓
台
を
新
調
し
ま
し
た
。
今

回
購
入
し
た
備
品
は
早
速
、
10
月

9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
天
方
地
区
の
お
祭
り
で
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
彫
刻
は
、
屋
台
を
い
っ

そ
う
華
や
か
に
、
力
強
い
も
の
に

し
、
太
鼓
の
音
も
晴
れ
や
か
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
町
内
会
待
望
の

新
調
に
祭
典
も
盛
り
上
が
り
、
地

域
の
一
体
感
が
よ
り
高
ま
り
ま

し
た
。

町長に寄付金を手渡す酒井さん（右）

比奈地教育長に目録を手渡す鈴木会長（中央）たち

森町地方創生・総合戦略有識者委員会のようす

協定書に調印する村松町長(右)と高柳理事長（左）

▶
彫
刻
や
太
鼓
を
新
調
し
た

　
葛
布
町
内
会
の
屋
台

酒
井
心
一
さ
ん

町
民
の
森
整
備
に
寄
付

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
を
寄
贈

地
方
創
生
に
向
け

磐
田
信
用
金
庫
と
連
携

森
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
を
策
定

宝
く
じ
助
成
事
業
で

屋
台
の
備
品
を
購
入
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住
民
有
志
で
つ
く
る
「
遠
州

森
夢
力
の
会
（
久
保
下
和
義
代

表
）
」
が
10
月
15
日
、
森
町
役
場

を
訪
れ
、
合
併
60
周
年
記
念
歌

の
完
成
を
村
松
町
長
に
報
告
し

ま
し
た
。
同
会
で
は
「
森
町
協

働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
利

用
し
て
、
記
念
歌
の
歌
詞
を
町
民

か
ら
公
募
し
、
9
点
の
応
募
の
中

か
ら
奥
宮
恒
代
さ
ん
（
黒
石
）
の

作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。
作
曲
は
、

N
H
K
テ
レ
ビ
体
操
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
、
森
町
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
、

加
藤
由
美
子
さ
ん
に
依
頼
し
「
夢

　

未
来　

森
町
」
と
名
付
け
た
曲

が
完
成
し
ま
し
た
。
久
保
下
さ
ん

は
「
こ
の
記
念
歌
が
、
将
来
的
に

町
民
の
歌
と
し
て
育
つ
よ
う
に
広

め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
で
は
、
10
月
1
日
が

「
浄
化
槽
の
日
」
で
あ
る
こ
と
に

ち
な
み
、
10
月
を
浄
化
槽
月
間
と

し
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
能
力
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、

適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
、

浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
保
守
点
検

や
法
定
検
査
の
受
検
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
西
部
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
町
で
は
、
町
民
へ
の

周
知
を
図
る
た
め
、
10
月
20
日
に

町
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
「
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
啓
発
用

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り

な
が
ら
、
買
い
物
客
ら
に
呼
び
掛

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
町
戦
没
者
追
悼
式
が
10
月
8

日
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
遺
族
や
関
係
者
約
3
0
0
人

が
参
加
し
、
先
の
大
戦
に
お
い
て

戦
渦
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
村
松
町

長
は
式
辞
で
「
現
在
の
平
和
と
繁

栄
は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
犠

牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
森
町
遺

族
会
ら
出
席
者
が
壇
上
の
慰
霊
柱

に
献
花
を
捧
げ
、
犠
牲
者
を
悼
み

ま
し
た
。
10
月
現
在
、
町
の
遺
族

は
3
8
8
世
帯
、
戦
没
者
数
は

4
3
1
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
天
方
小
6
年
生
の

高
木
綺き
ら
ら星
さ
ん
が
、
森
町
役
場
を

訪
れ
、
11
月
に
大
阪
府
で
行
わ
れ

る
「
第
53
回
全
国
空
手
道
選
手
権

大
会
」
の
出
場
報
告
と
、
大
会
で

の
健
闘
を
村
松
町
長
に
誓
い
ま

し
た
。

　

高
木
さ
ん
は
、
6
月
21
日
に
行

わ
れ
た
「
第
11
回
東
海
地
区
空
手

道
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
個

人
組
手
6
年
生
女
子
の
部
で
3
位

に
入
り
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
出
場

は
、
2
年
前
に
続
い
て
今
回
が
2

回
目
で
「
前
回
は
初
戦
で
負
け
て

し
ま
っ
た
の
で
、
今
度
は
2
回
戦
、

3
回
戦
と
勝
ち
進
み
た
い
」
と
力

強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

掛
川
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
森

地
区
（
鈴
木
太
加
二
代
表
）
は
10

月
26
日
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で

町
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
る
時
期

に
合
わ
せ
、
観
光
客
に
気
持
ち
良

く
歩
い
て
も
ら
い
、
町
の
人
た
ち

の
環
境
美
化
意
識
の
高
揚
に
つ
な

が
れ
ば
と
美
化
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
組
合
員
ら
は
、
お
揃
い
の
エ

プ
ロ
ン
や
帽
子
を
身
に
ま
と
い
、

ゴ
ミ
袋
を
か
か
え
て
、
天
竜
浜
名

湖
鉄
道
遠
州
森
駅
を
出
発
。
栄
町

商
店
街
、
役
場
前
交
差
点
、
大

門
・
栄
町
交
差
点
を
経
由
し
て
再

び
遠
州
森
駅
に
戻
る
コ
ー
ス
で
、

道
路
周
辺
に
落
ち
て
い
る
た
ば
こ

の
吸
い
殻
や
ご
み
を
約
1
時
間
を

か
け
て
丁
寧
に
拾
っ
て
歩
き
ま

し
た
。

村松町長に報告する久保下さん（右）

浄化槽の適正管理を呼び掛ける職員たち

献花を捧げる出席者たち

村松町長に健闘を誓う高木綺星さん（右）

美化清掃に取り組む組合員たち

美
化
作
業
で

地
域
貢
献

合
併
60
周
年
の

記
念
歌
が
完
成

浄
化
槽
の
適
正
な

管
理
を
呼
び
掛
け

尊
い
犠
牲
を
忘
れ
な
い

個
人
組
手
で

全
国
大
会
出
場
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり

もり TopicsTopicsTopicsTopics
トピックス

トイレ清掃が認められ泉陽中が表彰 新たな特産品に！栗「ぽろたん」の加工・試食会

水彩画展「家康公と戦国遠州路」が開催 文化の秋を華やかなステージで堪能

「県下一きれいな学校」を目指している泉陽中生徒
会が10月16日、県環境衛生自治推進協会連合会から
「環境衛生模範団体」として認められ表彰されまし
た。トイレ清掃は、平成18年から9年間続く伝統行事
で、近隣の幼稚園・小学校にも出向いています。生徒
たちはトイレを磨くことで心も磨き、謙虚さや感謝の
気持ち、社会貢献の大切さを学んでいます。生徒会長
の早馬巧くん(3年)は「先輩たちから受け継いだ活動
が認められてうれしい」と受賞の喜びを語りました。

中山間地域農業振興協議会では15日、新たな町の特
産品としての定着を目指す、日本栗の新品種「ぽろた
ん」の試食会を開きました。切り込みをいれて加熱する
と渋皮が簡単にむけるのが特徴で、4年前から7戸の農家
が幼木を植えて、実験的な栽培に取り組んできました。
来秋に予定される初収穫に向け、焼き栗製造機やオーブ
ンで試作すると、会場は香ばしい匂いにつつまれ参加者
らは皮のむきやすさ、甘くおいしい味わいに、今後、町
の名物として強い期待を寄せていました。

画家の大須賀義明さん（東組）による水彩画展「家
康公と戦国遠州路」が3日から18日まで文化会館ギャラ
リーで開かれました。県中西部の文化情報誌「NEOぱ
んぷきん」の連載企画「遠江の城砦ものがたり…」の挿
絵の原画を中心に、徳川家康にゆかりのある城や寺社、
合戦の様子などを描いた約50点の作品が展示されまし
た。作品には解説が添えられ、来場者は興味深く見入っ
ていました。会場には大須賀さんが講師を務める「森の
夢づくり大学」の有志の作品も展示されました。

第36回森町民文化祭が10月24日と25日の2日間、文
化会館で開かれ、文化協会加盟団体をはじめ、文化・
芸術グループが日ごろの活動の成果を発表しました。
小ホールなどでは華道や絵画、書、俳句、手工芸品な
どの作品266点がずらりと並び、大ホールでは30団体
が合唱や大正琴の演奏、舞やバレエなどの演目を披露
しました。来館者たちは、多彩な作品に立ち止まって
じっくり鑑賞したり、華やかなステージ発表に感動の
拍手を送ったりと、文化の秋を堪能しました。

表彰を受けた泉陽中学校生徒会 「ぽろたん」に切り込みをいれる参加者

来場者に解説する大須賀さん 華やかなバレエの発表

もり

もり
もり

もり

もり

もり
もり

もり
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり

もり TopicsTopicsTopicsTopics
トピックス

親子で楽しく運動したよ！ 台湾の青年交流団が日本の農業を視察

電車ごっこで駆けまわる親子たち 町長を訪問した台湾国際農村青年交流団のメンバー

もり

もり
もり

もり

元気いっぱい「さわふれクラブ」交流会イロハモミジを植えたよ！森小で60周年のお祝い

介護予防を目的に、高齢者が一緒に昼食や体操など
を楽しむ「さわふれクラブ」の交流会が10月22日、
総合体育館で開かれました。年に一度、普段は地区ご
と活動日が異なる会員全員が集ります。2ヶ月に5回開
催される活動に、10年間一度も休まずに参加した皆勤
賞の福村とめさん（新町）のほか、5人が表彰され、
盛大な拍手が送られました。また、全員で歌や踊りを
したり、民謡や詩吟、カラオケなどの発表を聞いたり
と、笑顔で元気いっぱい楽しんでいました。

森小で10月9日、「花いっぱい委員会」の5・6年生
10人が校舎中庭にイロハモミジの記念植樹を行いまし
た。町の合併60周年記念事業の一環として実施したも
ので、造園業の辻克美さんから日当たりなどに気をつ
けた上手な植え方のアドバイスを受け、児童たちは力
を合わせて丁寧に植え付けました。町では、今後も小
中学校や森町病院など23箇所にイロハモミジやハナミ
ズキ・ヤマモモなどの植樹を行い、町民みんなで60周
年をお祝いする予定です。

皆勤賞などで表彰される参加者イロハモミジを植栽する森小児童たち

もり

もり
もり

もり

教育委員会は10月24日、三歳児親子学級「親子
で運動しよう！」を総合体育館で開催しました。
「（有）きのいい羊達」の山本源太郎さんを講師に迎
え、幼児期に身につけておきたい運動能力を遊びなが
ら親子や家族で楽しく学びました。子どもたちは電車
ごっこや専用のビニール袋を使って振り回してもらう
ポケットコースター、かわいいお化けが描かれた的を
めがけてのボール投げなどを行い、はじける笑顔で楽
しく身体を動かしました。

日本の農業技術を学ぶために10月19日から21日ま
で、台湾国際農村青年交流団のメンバー4人が来日
し、初日の19日に町長を表敬訪問しました。台湾では
日本のような農作物用の保険が少ないため、自己防衛
対策に力を注いでいることなどを話し、林(りん)交流
団長は「滞在期間中に、たくさんのことを学びたい」
と抱負を語りました。メンバーは中遠地域の有機農業
施設の視察のほか、小國神社や新しく完成した総合体
育館などを見学し、充実した3日間を過ごしました。
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豊
田
合
成
株
式
会
社
（
愛
知
県

清
須
市
・
宮
㟢
直
樹
社
長
）
は
、

10
月
7
日
、
森
町
役
場
で

L
E
D
防
犯
灯
の
寄
贈
式
を
行

い
ま
し
た
。
自
社
生
産
拠
点
を
有

す
る
自
治
体
な
ど
に
自
社
製
の

「
高
効
率
L
E
D
光
源
」
を
用
い

た
防
犯
灯
の
寄
贈
を
続
け
て
お

り
、
森
町
に
は
77
灯
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
宮
㟢
社
長
は
「
1
9
7
6

年
の
森
町
工
場
稼
働
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
明
る
く
安
全
な
街
づ
く

り
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
目

録
を
手
渡
す
と
、
村
松
町
長
は

「
各
町
内
会
が
設
置
す
る
防
犯
灯

の
L
E
D
化
が
一
層
進
み
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。町
で
は
、

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
各
町
内
会
に
配
布

し
て
い
く
予
定
で
す
。

環
境
美
化
で
社
会
貢
献

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場
は
10
月

24
日
、
従
業
員
3
0
4
人
が
参

加
し
て
、
森
町
工
場
周
辺
と
サ
ン

ヒ
ル
ズ
森
寮
周
辺
の
美
化
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
一

斉
社
会
貢
献
活
動
」
と
し
て
、
国

内
・
海
外
の
グ
ル
ー
プ
全
事
業
所

が
一
斉
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行

う
も
の
で
、
道
路
の
ご
み
拾
い
な

ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
の
厳
島
神
社
で

　
　
　 

天
宮
神
社
十
二
段
舞
楽
を
奉
納

世
界
文
化
遺
産
の
厳
島
神
社
で

　
　
　 

天
宮
神
社
十
二
段
舞
楽
を
奉
納

陵王

納曽利

挨拶する鈴木会長

舞に合わせて楽を奏でる楽人

太平楽

舞楽奉納した保存会のメンバー

豊
田
合
成
㈱
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
寄
贈

◀
村
松
町
長（
右
）に
目
録
を
手
渡
す

　

宮
㟢
社
長（
左
）

ふ
れ
あ
い
リ
ポ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
リ
ポ
ー
ト
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10
月
10
日
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
天
宮
神
社
十
二
段

舞
楽
が
、
舞
楽
保
存
会
会
員
に
よ

り
、
世
界
文
化
遺
産
の
厳
島
神
社

（
広
島
）
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
両
神
社
の
御
祭
神
が

と
も
に
「
宗む
な
か
た
さ
ん
じ
ょ
し
ん

像
三
女
神
」
と
い
う

縁
か
ら
、
天
宮
神
社
か
ら
申
し
出

て
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
披
露
し
た
演
目
は
、
鉾

と
太
刀
を
持
っ
て
舞
う
「
太
平

楽
」、
竜
頭
を
か
ぶ
り
鼻
の
尖
っ

た
金
色
の
面
を
つ
け
て
舞
う

「
陵
り
ょ
う
お
う王
」、
竜
の
舞
う
様
を
表
し
た

「
納な

そ

り
曽
利
」
の
3
演
目
。

今
回
は
舞
楽
保
存
会
会
員
た
ち

の
育
成
を
兼
ね
て
、
本
来
、
子
ど

も
が
舞
う
「
太
平
楽
」
を
大
人
の

会
員
が
舞
い
ま
し
た
。

日
本
全
国
、
海
外
か
ら
も
訪
れ

て
い
る
大
勢
の
観
光
客
が
注
目
す

る
中
、
世
界
文
化
遺
産
・
国
宝
と

い
う
荘
厳
な
高
舞
台
で
、
太
鼓
や

横
笛
、
鉦
鼓
の
音
色
に
あ
わ
せ
勇

壮
な
舞
を
披
露
。
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

保
存
会
の
鈴
木
丑
雄
会
長
は

「
厳
島
神
社
と
は
、
舞
楽
を
重
要

な
舞
と
し
て
大
切
に
伝
承
し
て

い
る
点
で
も
共
通
す
る
。
一
度
は

舞
っ
て
み
た
い
と
い
う
、
会
員
た

ち
の
夢
が
か
な
っ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

陣谷峠付近を清掃する従業員たち



今
年
の
許
禰
神
社
例
祭
は
10

月
23
日
か
ら
25
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
祭
り
が
第
2
週
か
ら
第
４

週
に
変
わ
っ
て
以
来
、
毎
年
雨
が

続
い
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は

３
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
、
許
禰
神

社
御
遷
座
1
0
0
周
年
と
い
う

こ
と
で
記
念
式
典
も
あ
り
、
こ
の

良
き
日
に
娘
が
舞
児
を
務
め
ま
し

た
。
今
年
の
舞
児
は
、
我
が
子
一

人
き
り
だ
っ
た
為
、
親
は
緊
張
の

連
続
で
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
娘
は
立
派
に
「
豊
栄

の
舞
」
を
奉
納
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
舞
児
還
し
で
は
、
盛
大

に
祝
っ
て
頂
き
感
無
量
で
す
。
娘

も
大
喜
び
で
来
年
も
や
り
た
い
と

言
っ
て
い
た
の
で
「
次
は
6
年

後
ね
」と
言
っ
て
聞
か
せ
ま
し
た
。

周
り
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
き
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

三
倉
の
祭
り
が
後
世
に
続
き

ま
す
よ
う
に
…
。

森
町
広
報
モ
ニ
タ
ー

広報
モニターの

▶
許
禰
神
社
に
伝
わ
る
徳
川
家
康
直
筆
の

短
冊
を
写
し
た
祈
念
碑
を
氏
子
が
浄
財
を

寄
せ
て
建
立
。

（
御
遷
座
１
０
０
周
年
記
念
碑
）

◀
舞
児
と
し
て
「
豊
栄
の
舞
」
を
奉
納

待
望
の
新
橋
が
完
成

県
道
宮
代
赤
根
線
は
、
小
國
神

社
か
ら
谷
崎
交
差
点
ま
で
の
全
長

2
・
4
㎞
の
路
線
で
、
地
域
の
通
学

路
や
、
小
國
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
旧
禊

橋
付
近
に
、
歩
道
未
整
備
区
間
が

あ
り
、
年
末
年
始
や
紅
葉
時
期
に

は
交
通
量
が
増
え
、
歩
行
者
の
安

全
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
平
成
24
年

度
か
ら
歩
道
整
備
を
進
め
、
禊
橋

も
橋
長
2
3
・
7
ｍ
、
歩
道
幅
2
・

5
ｍ
の
安
全
な
橋
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
親
柱
に
は
、
森
町
出
身

で
日
本
を
代
表
す
る
書
家
・
杭
迫

柏
樹
氏
の
書
に
よ
る
橋
名
板
が
設

置
さ
れ
、
文
化
的
価
値
の
高
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
て

受
け
継
が
れ
る
橋
に

開
通
式
で
、
村
松
町
長
は「
末
永

く
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
来
賓
の
杭
迫
柏
樹
氏

や
森
町
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

町
内
会
の
永
田
佐
吉
さ
ん（
宮
代

西
）
と
、
松
尾
要
さ
ん（
宮
代
東
）

の
両
三
世
代
家
族
に
よ
る
渡
り
初

め
が
白
い
装
束
を
羽
織
っ
た「
か

つ
ぎ
」
を
先
頭
に
古
式
ゆ
か
し
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
ぎ
役
を
務
め
た
永
田
さ
わ

の
さ
ん
と
、
松
尾
す
ゑ
子
さ
ん
は

「
三
世
代
で
家
族
に
ぎ
や
か
な
幸

せ
な
時
に
出
席
で
き
て
う
れ
し
い
」

「
禊
橋
が
、
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ

て
ほ
し
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
に
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
平
成
26
年
9
月
か
ら
着
手
し
て
い
た
禊
み
そ
ぎ
橋
の
架
け
替
え

工
事
が
完
了
し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀
杭
迫
柏
樹
氏
の
書
に
よ
る
親
柱
の
橋
名
板

三
世
代
が
古
式
ゆ
か
し
く
渡
り
初
め

県
道
宮
代
赤
根
線・禊
橋
の
開
通
を
祝
う
！

県
道
宮
代
赤
根
線・禊
橋
の
開
通
を
祝
う
！

許き

ね禰
神
社
例
祭
と
舞
児

滝
瀨 

惠
利
子
さ
ん（

三
倉
）
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テープカットをする村松町長たち

三世代家族による渡り初め 万歳三唱で完成を祝う



▲美容室で店内の鏡を丁寧に磨く生徒たち

▼ 農産物販売所で、惣菜の作り方を練習させて
　 もらう生徒

9
月
下
旬
か
ら
10
月
初
旬
に
か

け
て
、
泉
陽
中
、
森
中
、
旭
が
丘
中

の
2
年
生
が
職
業
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
働
く
こ
と
を
通
し
て
挨

拶
や
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な
ど
を

学
び
、
勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る

こ
と
の
喜
び
を
習
得
し
、
自
分
な

り
の
職
業
観
を
養
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
数
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
町
内
の
工
場

や
商
店
、
福
祉
施
設
な
ど
で
汗
を

流
し
ま
し
た
。

町
内
の
美
容
室
で
、
鏡
を
き
れ

い
に
し
た
り
、
タ
オ
ル
を
洗
っ
た

り
し
な
が
ら
、
美
容
師
さ
ん
の
仕

事
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
大
変
な

仕
事
だ
け
ど
、
お
客
さ
ん
を
笑
顔

に
す
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
従
業
員
さ
ん

も
明
る
く
て
優
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
は
、
10
月
7
日
か
ら
8
日

に
行
わ
れ
た
旭
が
丘
中
の
職
業
体

験
学
習
を
取
材
し
ま
し
た
。
私
た

ち
の
住
む
森
町
に
は
、
他
の
地
域

に
誇
れ
る
よ
う
な
伝
統
的
な
文
化

や
産
業
が
豊
富
に
あ
り
、
病
院
や

福
祉
施
設
な
ど
の
社
会
施
設
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魅
力
的
な

人
々
も
大
勢
い
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
こ
の

よ
う
に
恵
ま
れ
た
地
域
の
特
色
を

学
校
教
育
に
生
か
し
、
子
ど
も
た

ち
を
地
域
で
育
て
る
「
体
験
学
習
」

の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
町
内
の
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
出
向
い
た
り
、
学
校

に
地
域
の
皆
さ
ん
を
招
い
た
り
し

な
が
ら
、
社
会
の
仕
組
み
や
流
れ

な
ど
を
肌
で
感
じ
と
り
、
自
分
な

り
の
価
値
観
や
考
え
方
な
ど
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
を
良
き
先
生
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
体

験
を
さ
せ
て
も
ら
う
「
地
域
密
着

型
」
の
学
習
は
、
学
校
と
地
域
の
結

び
つ
き
や
連
携
を
深
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
生
徒
た
ち
の
自
由
な
創
造
性
を

伸
ば
し
、
考
え
る
力
を
育
み
、
幅
広

い
視
野
を
養
う
・
・
」
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
森
町
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。

中
学
生
が

職
業
体
験

学
校
と
地
域
が
ス
ク
ラ
ム

地
域
が
学
び
の
場

　
　
　
　
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

職
業
体
験
に
参
加
し
て

一
木
く
る
み
さ
ん（
右
）

岩
瀬
　
雅
代
さ
ん（
左
）

（
旭
が
丘
中
3
年
）

▲

一
ノ
宮
郵
便
局
で
年
賀
状
の
チ
ラ
シ

　 

を
手
渡
す
生
徒
た
ち

▲ 
露
地
栽
培
さ
れ
た
野
菜
の
雑
草

　 

取
り
を
す
る
生
徒
た
ち

『
勉
強
っ
て
教
科
書
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
』
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

　
当
院
栄
養
科
で
は
、
入
院
・
外
来
の
患

者
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
病
気

や
症
状
に
応
じ
た
栄
養
指
導
や
食
事
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
な
ど

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
食
習
慣
を
整
え

る
こ
と
で
改
善
が
で
き
、
悪
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
食
事
療
法
は
も
っ
と
も

身
近
で
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
で
で
き
る
治
療

の
ひ
と
つ
で
す
。
お
薬
に
頼
り
す
ぎ
ず
、食

生
活
の
見
直
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
「
食
べ
る
量
が
減
っ
て
き
た
」

「
食
べ
物
が
喉
を
通
り
に
く
く
な
っ
て
き

た
」
な
ど
、
食
べ
方
に
つ
い
て
心
配
な
人

に
も
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
食
事
や
栄
養
に
つ
い
て
気
に
な
る
人

は
、
診
察
時
に
ぜ
ひ
、
医
師
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
患
者
さ
ま
に

ホ
ッ
と
す
る
空

間
を
提
供
し
よ

う
と
、当
院
中
堅

職
員
の
企
画
で

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
10
月

1
日
か
ら
一
ヶ
月
間
、
1
階
中
庭

に
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン

な
ど
の
飾
り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
付
け
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

病
棟
の
デ
イ
ル
ー
ム
か
ら
も
見
え
る
よ
う
に

飾
ら
れ
て
お
り
、
入
院
中
の
患
者
さ
ま
か
ら

も
、
大
変
好
評
で
し
た
。

病
院
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が

　
　
　
　や
っ
て
来
た

病
院
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が

　
　
　
　や
っ
て
来
た

栄
養
指
導
・

　
　
　食
事
相
談
の
ご
案
内

栄
養
指
導
・

　
　
　食
事
相
談
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
先

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
今
年
の
4
月
か
ら
静
岡
県
家
庭
医
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
期
研
修
医
と
し
て
週
1
回

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
日
は
近
隣
の
病
院
を
回
り
な
が
ら

内
科
・
外
科
な
ど
す
べ
て
の
専
門
科
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
終
活
に
関
す
る
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
終
活
!?
就
活

（
就
職
活
動
）
じ
ゃ
な
く
て
?
と
お
思
い

に
な
ら
れ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

終
活
と
は
、
人
生
の
終
わ
り
に
向
け
て
、

前
向
き
に
準
備
す
る
こ
と
で
今
を
よ
り
良

く
生
き
る
こ
と
で
す
。

　
「
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
し
、
死
ぬ
の
は
ま

だ
先
だ
か
ら
考
え
な
く
て
も
大
丈
夫
！
」

と
思
う
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
で
は
遅
い
の
で
す
！
認
知
の
低

下
や
死
は
突
然
来
ま
す
。
そ
の
時
、
医
療

の
現
場
で
は
、
延
命
処
置
を
す
る
か
ど
う

か
は
本
人
で
は
な
く
家
族
の
意
見
で
決
ま

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
突
然
の
状

況
で
動
揺
す
る
中
で
決
断
す
る
家
族
の
苦

悩
や
悲
し
み
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
家
族
に

意
志
を
伝
え
て
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
本
人

の
希
望
さ
れ
な
い
治
療
が
行
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
、
本
人
ら
し
い
最
期
が
迎
え
ら
れ
な
い

だ
け
で
な
く
、
家
族
に
負
担
を
残
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
病
院
で
は
な
く
自
宅
で
最

期
を
迎
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
に

見
守
ら
れ
、
な
る
べ
く
自
然
な
形
で
天
国
に

旅
立
つ
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て

死
を
受
け
入
れ
や
す
く
す
る
手
助
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
終
活
は
、
「
本
人
ら
し
い
人
生
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
迎
え
る
た
め
」
だ
け
で
な
く
、

「
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
思
い
や
り
」
で
も
あ

り
ま
す
。
「
お
達
者
度
1
位
」
だ
け
で
な
く
、

「
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
思
い
や
り
度
1
位
」

も
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
家
庭
医
は
終
活
や
在

宅
医
療
に
関
し
て
も
み

な
さ
ん
の
相
談
役
と
し

て
い
つ
で
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク  

後
期
研
修
医
（
レ
ジ
デ
ン
ト
）

堀
井
敦
史
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菊川市空手道大会
東海地区親睦空手道大会第３４回 森町グラウンドゴルフ大会

第２５回

ふれあい体育祭グランドゴルフ大会第２４回 表彰式のようす

10月27日、太田川親水公園で森町シニアクラブ連合会主催のグランドゴルフ
大会が行われ、総勢17クラブが参加して、日頃の練習の成果を競い合いました。

◉小学1～3年(5級～4級)
　準優勝　藤江　空
◉小学生有段者男子の部
　準優勝　藤江陽向
◉小学5年～中学(7級～6級)
　優　勝　西尾　渚

◉小学2年生女子の部
　優　勝　藤江　空

◉幼年男女
　準優勝　高橋燈大
◉小学4年生男子
　優　勝　藤江陽向
◉小学2年生女子
　優　勝　藤江　空

優　勝　栄寿会
準優勝　宮代楽寿会
第３位　栄和会
第4位　親睦会
第5位　本町寿会

優　勝　佐竹篤郎(宮代楽寿会)
準優勝　西尾賢司(親睦会)
第３位　平野重男(栄寿会)
第4位　中村光義(栄寿会)
第5位　鈴木新一郎(栄和会)

優　勝　尾崎悦子(本町寿会)
準優勝　福尾誠子(栄和会)
第３位　河口美子(親睦会)
第4位　亀澤幸子(栄寿会)
第5位　萩原てる子(栄和会)

10月18日／森町営グランド
9月20日／
菊川市堀之内体育館

10月25日／豊岡体育館
◆団体の部
　優　勝　栄町中Ｂチーム　　
　準優勝　栄町上Ａチーム　　
　第３位　明治町Ａチーム　　

◆個人の部
　優　勝　村松久子さん(市場)
　準優勝　鈴木新一郎さん(栄町中Ｂ)
　第３位　乗松昭司さん(円田八雲会)

個
人
形

個人
組手

団体
の部

個人の部
(男性)

個人の部
(女性)

森町空手道教室正剛本部道場

個
人
組
手

第１１回

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

入場料（税込） ： 
　　　友の会 3,800円
　　　一　般 4,300円

入場料（税込） ： 
　　友 の 会 4,300円
　　一 　 般 4,800円
　  高校生以下 2,000円

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/㈱兵藤楽器店
掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード ： 稲垣潤一 271-466、
天童よしみ 278-438、森町寄席 447-388）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

各公演のチケット
のお求めは…

土
1/30

土
2/27

森町合併60周年記念事業
天童よしみコンサート

森町合併60周年記念公演 
フォレスタコンサート in 森町

開場 16:00
開演 16:30

開場 13:30  開演 14:00

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： 森町ミキホール友の会
後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

土
2/13

土
12/12

第21回 森町寄席 「桂文枝独演会」

稲垣潤一
コンサート2015

ところ ： 森町文化会館 大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホール

入場料（税込） ：  　　　友の会 4,500円
　　　　　　 　　　 一　般 5,000円

入場料（税込） ：  友の会 4,000円
　　　　　　  一　般 4,500円全席指定

全席
指定

全席
指定

チケット
好評発売中！！

チケット好評発売中！！

※未就学児の入場はご遠慮ください。

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

ところ ： 森町文化会館大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。主催 ： 森町、森町ミキホール文化振興会
※未就学児の入場はご遠慮ください。

 　　　昼の部
開場 13:30
開演 14:00

 夜の部

17:30 
18:00

 　　　   1回目
開場 12:30
開演 13:00

   2回目
16:00 
16:30

友 の 会：11月28日(土)
一　　般：11月29日(日)
電話予約：12月 1日(火)

チケット発売日

いずれも
9:00～

友 の 会：12月5日(土)
一　　般：12月20日(日)
電話予約：12月22日(火)

チケット
発売日

いずれも
9:00～

写真提供/ＢＳ日テレ ※画像はイメージです

　　　　　　　　森町文化会館、
　　　　　　　チケットぴあ 10：00～

（ ☎0570-02-9999　Pコード 279-051）

主　　催 ： 森町、森町ミキホール文化振興会
共　　催 ： 静岡第一テレビ
企画・制作 ： フォレスタ・プロジェクト

※未就学児の入場はご遠慮ください。「ＢＳ日本・こころの歌」でおなじみ
の音大出身コーラスグループ・
FORESTAが「こころ」に響く名曲
を熱唱します。(ＢＳ日本・こころの
歌 毎週月曜日 夜9時から放送中) チケット販売所

全
席
指
定
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日 月 火 水 木 金 土

月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所 ■問 児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所 ■問 子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

12

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 児童館

☎85-2839

6か月児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

2歳児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所 役場別館前
■問 役場住民生活課

☎85-6314

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255
移動児童館

（14:30～16:00）
■所 天方小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ

森のくまさん広場

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
森のくまさん広場

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

保健のしおり交付
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
森のくまさん広場

1歳6か月児健診
（13:15～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（15:00～16:00）
■所 飯田小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

森のくまさん広場

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所 町民生活センター
■問 掛川年金事務所

☎0537-21-5521
移動児童館

（14:30～16:00）
■所 三倉小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

児童館まつり
「クリスマス会」

（14:00～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

手作りクラブ
（10:00～11:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839
作ってみよう

（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

役場仕事納め

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255　

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
特設人権相談

（10:00～15:00）
■所 町民生活センター
■問 役場住民生活課

☎85-6312

7

14

21

28

7

14

21

28

1

8

15

22

29

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

5

12

19

26

6

13

20

27

6

13

20

27

天皇誕生日23

地域防災の日

12月の
納税など

【納期限 12月25日】
■ 固定資産税・都市計画税…………第3期分
■ 国民健康保険税…………………第6期分
■ 介護保険料（普通徴収）…………第5期分

【納期限 1月4日】
■ 後期高齢者医療保険料（普通徴収） …第5期分
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東海アクシス看護専門学校
平成28年度入学生募集

○一般入学試験
募集人数　看護学科（修業年限3年）　
男女30人程度
受験資格　①高校を卒業もしくは見込
みの人、②①と同等以上の学力を有
すると文部科学大臣が認定した人

出願期間　12月1日㈫～ 18日㈮
　17:00必着
試験日　平成28年1月14日㈭（学科
試験）、15日㈮（面接試験）
合格発表　平成28年1月29日㈮
資料請求　郵送または直接窓口へ。郵
送の場合は郵便番号、住所、氏名、電
話番号を明記し、215円分の切手を同
封して郵送してください。（過去4年
分の問題集も希望する場合はその旨
を明記し、350円分の切手と800円
分の郵便小為替を同封してください）

問・申　東海アクシス看護専門学校総務課
入試担当  243-8111、543-8122
〒437-0033 袋井市上田町267-30

看護師等再就業準備講習会
のお知らせ

と	 き　12月21日㈪、22日㈫、24日㈭
ところ　中東遠総合医療センター
　（掛川市菖蒲ヶ池1-1）
対象者　看護の仕事をしていない看
護職免許保有者
内容　最近の看護の動向・看護の基
礎技術の演習
申込方法　所定の用紙で12月3日㈭
までに申込み。電話、FAX、Eメー
ルでご連絡ください。
その他　定員20人、受講料無料
　（託児費一部補助します）
問・申　静岡県ナースセンター西部支所
　2・5053-454-4355
Eメール hamamatu@nurse-center.net

タイ、フィリピン、イギリス
派遣団員募集

○戦後70年、太平洋戦争を学ぶタイ派遣
期	 間　12月24日㈭～ 28日㈪
対	 象　中高生・大学生社会人20人
費	 用　118,000円
○戦後70年、太平洋戦争を学ぶ
　フィリピン派遣

期	 間　平成28年2月18日㈭～ 22日㈪
対	 象　大学生・青年社会人20人
費	 用　139,000円
○第17回中高生イギリス派遣
期	 間　平成28年3月22日㈫～ 30日㈬
対	 象　中高生25人、大学生社会人10人
費	 用　318,000円
申込方法　募集要項を請求し、12月末
までに申込み。申込み順に受付。
申・問　静岡県青年海外研修協会　
　2・5054-623-0785

あかちゃんとママの
リトミックとリズム体操

季節の歌や赤ちゃんにやさしい音
楽に合わせ、五感や体幹を育むリト
ミックと助産師さんのリズム体操を
親子で楽しみましょう。
と	 き　毎月2回（金曜日）
　11:00 ～ 12:00
ところ　森町文化会館リハーサル室
対	 象　生後3ヶ月～ 12ヶ月の赤ちゃん
と母親10組
その他　費用実費900円、バスタオル、
動きやすい服装で

申・問　ピヨピヨクラブ
　高垣 2090-2683-4379

第6回かわせみ街道・
オープンハウス　ぷぶふの日
地元住民が来訪者に暮らしぶりを

紹介します。
と	 き　11月28日㈯、29日㈰
　10:00 ～ 16:00
ところ　天方・三倉地区の参加オープン
ハウス（回覧11月15日号参照）

※詳しくはお問い合わせください。
問　役場産業課農業振興係  285-6315

看護職のための
合同就職相談会

と	 き　12月19日㈯  11:30～ 15:30
ところ　クリエート浜松
　（浜松市中区早馬町2-1）
対	 象　未就業看護職、看護職免許取得予定

の学生、看護職を目指している学生や社会人
内	 容　病院・介護施設・訪問看護ス
テーションによる個別説明・相談、
再就業した看護師による体験談、奨
学金の相談、基礎看護技術演習
その他　費用無料、申込み不要、託児有り
問　静岡県ナースセンター西部支所　
　2053-454-4335

「まちの水環境を守る浄化槽」
講座のお知らせ

浄化槽は、家庭からの生活排水をきれ
いな水に浄化することにより、地域の快
適な生活環境を守る大切な役割を担って
います。浄化槽の役割を学び、水環境につ
いて考えてみませんか?参加者には”環境
にやさしい洗剤”をプレゼントします!
と	 き　12月4日㈮  13:30～15:30
　（13:00受付開始）
ところ　文化会館小ホール
講	 師　小川　浩（常葉大学教授）
参加料　無料
申・問　（一財）静岡県生活科学検査
センター　2054-621-5030　　　　　　　

第37回東遠まつり

と	 き　11月29日㈰  9:30～12:00
ところ　東遠学園（菊川市西方4345-2）
内	 容　ステージアトラクション（も
ち投げほか）、バザー販売、模擬店
（おにぎり、カレーほか）、スタンプ
ラリー（ゆるキャラを探そう!）
問　東遠学園事務局  20537-35-2753

第13回袋商ショップ

高校生が仕入れから販売まですべ
てを行い、野菜から車まで良品を安価
にて販売します。
と	 き　12月12日㈯ 9:00～ 16:00、
13日㈰ 9:00 ～ 15:00
ところ　袋井商業高等学校
　（袋井市久能2350）
駐車場　旧パイオニア㈱駐車場（無料
送迎バスあり）
内	 容　食料品、衣料品、陶器、家電
製品、自動車などの販売。食堂、喫
茶、イベント、ちびっ子広場など。
問　県立袋井商業高校  242-2285
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休日救急歯科診療当番医

（磐周歯科医師会員輪番による森町内分）
診療時間　9:00 ～ 12:00
※医師の都合などで変更となる場合
がありますので、確認は各歯科医院
へお願いします。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書は大切に保管しましょう
国民年金保険料は、納付した保険料

が社会保険料控除の対象です。
平成27年分の年末調整や確定申告

する際には、1年間に納付した額を証
明する「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」の添付が義務付けられて
います。平成27年1月1日から9月
30日までに納付した人は11月下旬
に、また平成27年10月1日から12
月31日までに納付した人は翌年2月
上旬に、日本年金機構から送付されま
すので、大切に保管してください。
問　控除証明書専用ダイヤル　
　20570-058-555

林業退職金共済（林退共制度）
からのお知らせ

林業の仕事をしていたことはありま
せんか?林退共制度の加入者で、退職
金をまだ受け取っていない人を探して
います。林退共へ加入していたか分か
らない人についてもお調べします。
また、被災された共済契約者および

被共済者の皆さんに対し、各種手続き
（共済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合は、できる限りの
範囲において速やかに対応しますの
で、最寄りの支部または本部へお問合
せ・ご相談ください。
問　独立行政法人勤労者退職金共済

機構林業退職金共済事業本部　
203-6731-2887、ホームページ http://
www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

中小企業退職金共済制度
（中退共制度）のお知らせ
中退共は国が掛金の一部を助成す

る中小企業のための退職金制度です。
・ 国の制度だから安心。
・  掛金は全額非課税。手数料もかかりません。
・ 社外積立で管理も簡単。
問　（独）勤労者退職金共済機構中小
企業退職金共済事業本部
203-6907-1234、ホームページ http://
chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

「静岡県最低賃金」
改正のお知らせ

静岡県内の事業場で働く（パート・ア
ルバイト等含む）すべての労働者に適用
される「静岡県最低賃金」が改正され、
平成27年10月3日から「時間額783
円」となりました。特定の産業には特定
（産業別）最低賃金が定められています。
問　静岡労働局賃金室　2054-254-6315
またはお近くの労働基準監督署まで

心の病を持つ人の
「家族による家族学習会」
心の病（統合失調症など）を持つ人

の家族が経験を語り合い共有しなが
ら、テキストを活用して正しい知識や
当事者への対応の仕方などを一緒に
学んでいきます。
と	 き　平成28年1月16日～ 2月
27日の毎週土曜日（2月6日を除く）
全6回、13:00 ～ 15:30
ところ　磐田市総合健康福祉会館
iプラザ1階第1会議室
（磐田市国府台57-1）
内	 容　統合失調症を知る、急性期の
乗り切り方、病気のプロセス、病気
との折り合い、家族自身が元気でい
るためになど
定	 員　10人程度（家族なら2人可）

参加費　全6回分1,000円（テキスト代
含む）および2月27日の昼食代500円
申込方法　12月28日㈪までに電話
にて申込み
申・問　丹誠会事務局　吉村強
2・535-6127

エンジョイ!ハンティング
大自然に挑戦してみませんか!?
狩猟免許試験を次のとおり実施します。
試験日　平成28年2月21日㈰  9:00～
試験会場　北遠総合庁舎
　（浜松市天竜区二俣町鹿島559）
申込期間　12月14日㈪～平成28年
1月22日㈮
申込先　中遠農林事務所森林整備課　
　237-2302
手数料　5,200円（静岡県収入証紙）
　（一部免除者3,900円）
※平成28年1月16日㈯に静岡労政会
館で開催される（社）静岡県猟友会主
催の予備講習会（申込期限12月4日
㈮）に参加することをお勧めします。
問　役場産業課林政係　285-6317

「森町こどもの舞台フェスタ」
参加団体募集

平成28年3月13日㈰に大ホールで開催
する「第20回森町こどもの舞台フェスタ」
に参加する町内の団体を募集しています。
申込締切　12月4日㈮
※詳しくはお問い合わせください。
問　森町文化会館　285-1111

明るい選挙啓発標語募集

募集作品　明るくきれいな選挙の実
現、投票への総参加を呼びかける、自
作で未発表の作品（25文字以内、漢
字には読みがなをつけてください）

対	 象　県内在住の人
募集締切　11月30日㈪消印有効
応募方法　作品、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、（学生は学校名・学年）
を記入の上、はがき・ファックス・E
メールでご応募ください。
問・申　静岡県選挙管理委員会　

2054-221-2050、5054-221-2776
Eメール senkan@pref.shizuoka.lg.jp
（〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6）

月　日 病院名／電話番号（住所）

12月30日㈬ 山田歯科医院
285-2782（森2124-7）

12月31日㈭ 渡辺歯科医院
285-5555（飯田3188-1）
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作
ろ
う
と
思
っ
た

と
い
い
ま
す
。

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
そ
の
土
地

柄
を
表
す
も
の
。
い
し
ぽ
ん
を

見
て
、
故
郷
を
思
い
返
す
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」

会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
今
も

い
し
ぽ
ん
の
制
作
に
取
り
組
む

理
由
を
伺
う
と
「
ゼ
ミ
の
先
生

や
友
人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
か

ら
反
響
を
い
た
だ
き
、
背
中
を

押
し
て
も
ら
っ
た
感
じ
で
す
。

い
し
ぽ
ん
を
見
て
、
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
良
い

で
す
ね
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
森
町
に

来
て
く
れ
る
の
が
夢
で
す
」

い
し
ぽ
ん
は
、
徐
々
に
評
判
を

呼
び
、
森
の
Ｋ
ト
ラ
市
や
森
ほ
た

る
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ほ

か
、
森
町
商
工
会
情
報
推
進
委
員

会
で
作
る「
え
え
ら
森
町
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」に
も
近
々
登
場
す
る

予
定
。
町
民
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

森のいしぽんtwitter
@morino_ishipon

「森のいしぽん」作者
日比野 里映さん（仲横町）

いしぽんを紹介する日比野さんいしぽんを紹介する日比野さん

森町商工会で打合せを行う日比野さん森町商工会で打合せを行う日比野さん

森の
@m
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11月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,425（＋  9）
人口 男……  9,476（＋  4）
 女……  9,651（－  8）
 計……19,127（－  4）

編
集
後
記

▼
わ
が
町
の
き
ら
り
輝
く
人
物
を

紹
介
す
る「
森
こ
の
人
」。
今
月
は
、

森
の
い
し
ぽ
ん
作
者
の
日
比
野
さ

ん
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
も
と
も
と
脱
力
系
で
ほ
っ
と

す
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
が
好
き
だ
っ

た
そ
う
で
、
あ
の
可
愛
い
キ
ャ
ラ

が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。今
後
も
、

町
の
元
気
な
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を

た
く
さ
ん
紹
介
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
お
楽
し
み
に        (

か)

▼
待
望
の
食
欲
の
秋
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
た
森
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
筋
力

量
や
体
脂
肪
率
な
ど
が
測
定
で

き
る
体
組
成
計
が
あ
り
ま
す
。

内
覧
で
試
し
た
職
員
の
間
で
、

ア
ス
リ
ー
ト
型
、
運
動
不
足
型

な
ど
の
結
果
が
話
題
に
。
結
果

が
怖
く
て
測
り
に
行
け
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。          

（
ま
つ
）


